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50万人にリテラシー 
AI戦略2019（文部科学省）
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リテラシーLv認定に向けて 
共通教育科目授業準備（鈴木）
• 2020：数を読む技術　⇒ データサイエンスのための数
をつかむ技術（科目名にデータサイエンスを入れた！） 

• 2021：データサイエンスのための数をつかむ技術　⇒ 
データサイエンス概論（2） 

• 2022：データサイエンス概論　⇒ データサイエンス入
門（コア1＋1；鈴木以外も担当） 

• 2023：データサイエンスリテラシー（1；必修，鈴木
以外も担当） 

• 2023申請（取得）：2022実績＋認定後の変更
（2023）届け
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2019年の信州大学
• 2017：6大学の強化コンソーシアム発足 
• 2018：協力校申請を見送り 
• 2019：中部・東海ブロック発足（北陸協力校は新潟
大学，金沢大学，長岡技術大学），滋賀大学が拠点校 

• 2019：文科省に概算要求提出（AI戦略2019）する
が選外 

• 2023：北陸ブロックが分かれる，金沢大学が拠点校
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2019年の信州大学
• 学内では3か年（2019から2021）のデータサ
イエンス教育関連教育重点化計画配分（NEXT
シーディング計画経費，年額100万円から300
万円） 

• 2019年滋賀大学でのシンポジウム2件，統計関
連学会1件の調査出張 

• 2020年からはコロナ禍で出張はしていない
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2019年の信州大学
A. リテラシーレベル認定科目をどう構築するか 
B. 統計教育の見直しをどこまで行うか 
• 先行：2018年4月から統計および数学担当教
員を1名採用（2018年度からの共通教育カリ
キュラム定期改訂があった） 

• 2022年1月からデータサイエンス担当教員を
2名採用（内1名は9月で結果採用） 

C. 学部カリキュラムにどう導入するか
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2019年の信州大学
A. 全1年生が受講するリテラシーレベル科目を設
置する 
• 認定を受ける必須の授業内容管理を局所化し
たい 

• 授業担当者の確保をどうするか 
B. 統計学など共通教育で追加設置をする人的資源
確保は困難 

C. 学部カリキュラムの改訂可能な単位数の検討
7



2021年の信州大学 

A. 全1年生が受講するリテラシーレベル1単位コ
ア科目オンデマンド受講を設置する 
• 授業担当者学年2000人＝100人x20コマ分
専任を確保する 

B. 統計学など共通教育で追加設置をする人的資源
確保は困難（リテラシーレベルオプションへ） 

C. 学部カリキュラム1単位コア科目追加および学
部ごとの科目認定へ
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リテラシーLv認定に向けて 
共通教育科目授業準備（鈴木）
• 2020：数を読む技術　⇒ データサイエンスのための数
をつかむ技術（科目名にデータサイエンスを入れた！） 

• 2021：データサイエンスのための数をつかむ技術　⇒ 
データサイエンス概論（2） 

• 2022：データサイエンス概論　⇒ データサイエンス入
門（コア1＋1；鈴木以外も担当） 

• 2023：データサイエンスリテラシー（1；必修，鈴木
以外も担当） 

• 2023申請（取得）：2022実績＋認定後の変更
（2023）届け
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各学部への説明会
• AI戦略2019下での科目特徴説明資料 
• シラバス案（8回授業）の作成　⇒ データサイエンス 
入門授業（の半分）へ 
• （再掲）データサイエンス概論 
　⇒ データサイエンス入門 
（コア1＋1；鈴木以外も担当） 

• 授業での学生配布資料の作成 
• 試験問題案の作成
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各学部からの質問
• 誰が担当するのか　⇒ 新規採用を併せて3名確
保する 

• エクセルをやらなくてよいのか　⇒ 1単位の広
範な内容でエクセルだからできることはない，
「タイパ」が悪い（参考；2021年国際ICT利用
研究学会全国大会基調講演「表計算でデータサ
イエンス教育はできるのか」，鈴木）
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コア科目のみで申請可能か

最初の認定発表（2021）の分析 

• 香川大学：ベネッセの提供するオンデマンド教
材（動画講義＋選択問題試験8回分）で1単位　
⇒ ベネッセから説明を受けた 

• 1単位講義＋1単位演習も多い
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教材の作成
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鈴木の先行授業（2006年から） 
毎週オンライン試験実施 

「検索の科学」（数理＋AI） 
「数を読む技術」（数理＋DS） 

でほぼ揃っている 
新規採用教員の協力でブラッシュアップ



教材の構成
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8回の講義資料，動画ガイダンス付き 
（モデルカリキュラムの導入，基礎，心得すべて） 
• 7回分は選択テスト 
• 8回目は記述テスト， 
採点の基礎は学生の相互評価をベース 
（gaccoに準じた） 
全員が合格できるレベルで成績評価をする問題 
テストがやさし過ぎる人たちへ 
• Jupyter Notebook用の練習課題（評価なし） 
• 良い質問への評価加点（20％）



確認問題の例
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良い質問で扱う例
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教材の内容
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たとえば高校情報IIでは重回帰分析や時系列解析を含む 

社会における実例を伴う教材の提供 
定性的な成績評価問題（選択問題）



教材の内容
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たとえばアマゾンなどで使われる協調フィルタリング 

高校数学のベクトルの内積計算なので 
高校数学の例題レベル



教材の内容
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たとえばDX 

韓国では国連電子政府ランキング1位にいたる中で 
公務員が情報科学の研修を受ける



教材の内容
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統計学一般 

選択問題でテストする視点からは 
正規分布に並んで 

ポアソン分布，指数分布を扱う



学生のサポート
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ピアサポート@Lib：ICTに限らない学習相談 
ITピアサポート室：ICT系の相談



今後の展開
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SPARC事業（2023から）の推進との連携 
長野大学（公立），佐久大学（私立）と 
STEAM教育および地方創生に関する 

オンライン授業（相互） 
データサイエンスリテラシー，統計リテラシーを提供 
自治体（長野県）の「しあわせ信州」と連携 

SPARCでは新学部を作る必要がある（検討中）



共通教育運営側の主体性
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新入生への配布冊子に 
Stable Diffusionを用いた表紙



おわりに 
申請書類からのまとめ
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